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青
木
周
平
著
『
青
木
周
平
著
作
集
　
下
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
代
文
献
の
受
容
史
研
究
』

多
田
　
元

　

青
木
周
平
氏
の
著
作
集
三
部
の
最
終
巻
で
あ
る
。
上
巻
『
古
事
記
の
文

学
研
究
』、
中
巻
『
古
代
の
歌
と
散
文
の
研
究
』
と
い
う
作
品
研
究
を
中

心
と
し
た
論
文
集
に
対
し
、
下
巻
は
「
研
究
史
・
受
容
史
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
。「
作
品
研
究
・
研
究
史
」
は
青
木
先
生
の
二
本
柱
で
あ
っ
た
。

　

國
學
院
雜
誌
第
一
一
七
巻
第
三
号
に
、
大
学
院
時
代
か
ら
の
知
己
で
あ

る
神
田
典
城
氏
に
よ
る
上
巻
の
紹
介
、
同
一
一
七
巻
第
十
二
号
に
こ
の
著

作
集
の
刊
行
を
提
言
さ
れ
た
近
藤
信
義
先
生
に
よ
る
中
巻
の
紹
介
が
掲
載

さ
れ
て
お
り
、
お
二
方
の
深
い
哀
悼
の
意
が
表
さ
れ
て
い
る
。
青
木
先
生

の
広
い
研
究
領
域
、
研
究
史
へ
の
行
き
届
い
た
目
配
り
、
温
か
く
お
お
ら

か
な
お
人
柄
な
ど
に
言
及
さ
れ
、
そ
の
早
す
ぎ
た
逝
去
を
惜
し
ま
れ
る
思

い
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
青
木
先
生
に
関
わ
っ
た
す
べ
て
の
人
の
思

い
と
重
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
今
私
が
そ
れ
を
繰
り
返
し
申
し
述

べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

　

今
回
で
完
結
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
は
お
二
方
の
文
章
と
重
複
す
る

部
分
も
あ
る
が
、
編
集
に
当
た
っ
た
谷
口
雅
博
國
學
院
大
學
准
教
授
・
倉

住
薫
大
妻
女
子
大
学
専
任
講
師
・
渡
邉
卓
國
學
院
大
學
助
教
各
氏
と
そ
れ

〔
紹
介
〕
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を
補
佐
し
た
若
手
研
究
者
の
方
々
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
と
り
わ
け

下
巻
に
は
三
巻
全
体
に
わ
た
る
索
引
が
付
せ
ら
れ
て
お
り
、
上
・
中
巻
の

正
誤
表
を
含
め
校
正
な
ど
の
編
集
作
業
に
携
わ
っ
た
方
々
の
苦
労
に
敬
意

を
表
し
た
い
。

　

さ
て
本
巻
の
目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
（
各
章
の
下
の
小
題
は
省
略

す
る
）。

第
Ⅰ
編　

古
事
記
の
研
究
史
・
受
容
史

　

第
一
章　

谷
森
善
臣
の
古
事
記
校
訂
研
究
（
★
）

　

第
二
章　

テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
類
の
研
究
史
（
明
治
初
期
）（
★
）

　

第
三
章　

テ
キ
ス
ト
・
注
釈
書
類
の
研
究
史
（
明
治
中
期
）（
★
）

　

第
四
章　

日
本
神
話
研
究
の
四
半
世
紀
の
動
向

　

第
五
章　

�

明
治
期
の
『
古
事
記
』
研
究
―
明
治
十
五
年
と
明
治
三
十
二

年
を
軸
と
し
て
―

　

第
六
章　

古
事
記
・
日
本
書
紀
（
国
語
国
文
学
界
の
展
望
）

　

第
七
章　

�『
古
事
記
』
を
通
し
て
み
た
国
学
的
研
究
―
宣
長
か
ら
折
口
・

武
田
へ
―

　

第
八
章　

武
田
祐
吉
の
国
学
的
研
究
―
古
事
記
を
中
心
に
―

　

第
九
章　

�

武
田
祐
吉
の
古
事
記
研
究
―
『
古
事
記
説
話
群
の
研
究
』
を

中
心
に
―

　

第
十
章　

武
田
祐
吉
の
≲
古
事
記
学
≳
―
講
義
ノ
ー
ト
を
通
し
て
―

　

第
十
一
章　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
武
田
文
庫
の
調
査
研
究

　

第
十
二
章　

�

近
代
に
お
け
る
「
神
観
念
」
の
形
成
―
武
田
祐
吉
の
『
古

事
記
講
話
』
の
価
値
―

　

第
十
三
章　

神
口
の
表
現
と
神
観
念

第
Ⅱ
編　

日
本
書
紀
の
訓
読
と
研
究
史

　

第
一
章　

訓
読
が
ひ
ら
く
も
の

　

第
二
章　
『
日
本
書
紀
』
の
訓
注
と
≲
訓
読
≳
―
巻
第
一
の
場
合
―

　

第
三
章　
『
日
本
書
紀
』
の
訓
注
と
≲
訓
読
≳
―
巻
第
二
の
場
合
―

　

第
四
章　
「
国
常
立
尊
」
注
釈
史
断
章
（
★
）

　

第
五
章　
『
日
本
書
紀
』
一
書
論
―
本
書
か
ら
見
た
場
合
―
（
★
）

　

第
六
章　

巻
第
十
四　

雄
略
天
皇

　

第
七
章　

荷
田
春
満
の
日
本
書
紀
歌
謡
研
究
―
天
智
紀
を
例
と
し
て
―

　

第
八
章　

日
本
書
紀
研
究
の
展
望

　

第
九
章　

現
代
の
『
日
本
書
紀
』
研
究

第
Ⅲ
編　

風
土
記
・
先
代
旧
事
本
紀
の
研
究
史
・
受
容
史

　

第
一
章　

�

風
土
記
と
記
紀
の
関
係
―
播
磨
国
風
土
記
オ
ケ
・
ヲ
ケ
説
話

を
中
心
に
―

　

第
二
章　

中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
風
土
記
受
容
史
の
一
斑

　

第
三
章　

�

荷
田
春
満
の
風
土
記
研
究
―
自
筆
稿
本
『
出
雲
風
土
記
考
』
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を
中
心
に
―

　

第
四
章　
「
天
璽
瑞
寶
十
種
」
と
石
上
神
宮

　

第
五
章　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
研
究
の
現
状

　

補　
『
先
代
旧
事
本
紀
』
の
価
値

第
Ⅳ
編　

古
代
文
献
の
書
誌
的
研
究

　

第
一
章　

天
理
図
書
館
蔵
三
浦
本
古
事
記
の
性
格

　

第
二
章　
『
尾
張
國
熱
田
太
神
宮
縁
起
』
の
性
格
と
古
事
記
の
引
用

　

第
三
章　

東
丸
神
社
所
蔵
『
仮
名
日
本
紀
』
の
諸
本

　

第
四
章　

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
『
日
本
書
紀
神
代
六
首
和
歌
古
伝
』

　

第
五
章　

無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
『
神
代
和
歌
釈
』

　

第
六
章　

縣
居
神
社
所
蔵
『
日
本
紀
歌
剳
記
』

　

第
七
章　

�『
出
雲
風
土
記　

春
満
考
』（
自
筆
稿
本
）
と
『
出
雲
風
土
記

考
』（
成
稿
本
）

　

付　
『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』
刊
行
の
経
緯

　
　

初
出
一
覧

　
　

解
説
（
渡
邉
卓
）

　
　

総
索
引
（
神
人
名
・
研
究
者
名
・
事
項
）

　

各
論
文
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
巻
末
の
渡
邉
卓
氏
解
説
が
丁
寧
に
論
じ

て
い
る
の
で
そ
ち
ら
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
青
木
先
生
の
学
問
形
成
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
。

　

章
題
の
下
に
（
★
）
印
を
付
し
た
五
本
が
、
生
前
に
出
さ
れ
た
著
書
『
古

事
記
研
究
―
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
―
』（
お
う
ふ
う　

平
成
六
年

十
二
月
）
に
収
め
ら
れ
て
い
た
論
文
で
、
そ
れ
以
外
（
三
十
四
本
の
論
文

中
二
十
九
本
）
は
全
て
単
行
本
初
収
載
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
五
本
は
そ

の
ま
ま
前
著
の
「
第
四
≲
研
究
史
≳
篇
」
を
構
成
す
る
論
文
で
あ
り
、
こ

の
こ
と
が
青
木
先
生
の
「
研
究
史
・
受
容
史
研
究
（
文
芸
学
史
研
究
）」

の
展
開
を
知
る
大
切
な
指
標
と
な
る
。
前
著
『
古
事
記
研
究
』
は
副
題
に

「
歌
と
神
話
の
文
学
的
表
現
」
と
あ
り
、
二
十
七
本
の
論
文
中
二
十
二
本

が
作
品
研
究
で
、
五
本
の
み
が
「
研
究
史
」
で
あ
る
。
本
数
の
多
寡
を
云
々

す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
一
見
「
研
究
史
」
に
あ
ま
り
重
き
を
置
か
れ
て

い
な
い
か
の
観
が
す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
前
著
の
あ
と
が
き
に
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
。

　
　

�

最
後
に
、
本
書
の
出
版
を
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
及
川
篤
二
会

長
に
、
心
か
ら
謝
意
を
表
し
た
い
。
及
川
会
長
に
は
、
内
野
先
生
が

生
前
企
画
さ
れ
た
研
究
史
シ
リ
ー
ズ
の
一
冊
、『
古
事
記
研
究
史
』

の
執
筆
も
、
約
束
を
果
た
さ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
本
書

を
も
っ
て
約
束
に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
泉
下
の
内
野
吾
郎
先
生

の
御
霊
前
に
、
本
書
の
出
版
を
御
報
告
し
た
い
と
思
う
。
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こ
の
「
研
究
史
シ
リ
ー
ズ
（
研
究
史
双
書
）」
は
内
野
吾
郎
先
生
の
発

案
で
、先
生
の
古
稀
の
記
念
出
版
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

先
生
の
急
逝
に
よ
り
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
私
は
伺
っ
て

い
た
。
青
木
先
生
が
そ
の
中
の
『
古
事
記
研
究
史
』
を
担
当
し
て
お
ら
れ
、

故
あ
っ
て
頓
挫
し
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
常
に
脳
裏
か
ら
去
ら
な
か
っ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
前
著
で
は
「
研
究
史
」
の
論
文
は
五
本
の
み
で
あ
っ
た

が
、
そ
こ
に
青
木
先
生
の
強
い
思
い
入
れ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
し
、

以
降
に
著
さ
れ
た
本
巻
の
研
究
成
果
の
言
挙
げ
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

内
野
吾
郎
先
生
は
青
木
先
生
の
大
学
院
の
指
導
教
授
で
あ
り
、「
文
芸

史
研
究
・
文
芸
学
史
研
究
」
の
必
要
性
を
常
々
説
か
れ
て
い
た
。
内
野
先

生
は
「
国
文
学
」
と
い
う
呼
称
が
、
こ
の
学
問
の
理
論
体
系
の
不
備
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
不
備
の
一
つ
が
≲
学
史
≳
≲
研
究
法
≳
が
問

わ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
と
説
か
れ
た
。「
国
文
学
」
と
い
う
呼
称
は

研
究
と
研
究
対
象
を
区
別
す
る
こ
と
の
な
い
、
研
究
に
対
し
て
無
自
覚
な

意
識
の
表
れ
で
あ
る
と
さ
れ
、
研
究
対
象
を
≲
文
芸
≳
、
研
究
を
≲
文
芸

学
≳
と
呼
び
分
け
る
べ
き
だ
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
科
学
と
し
て
成
り

立
つ
た
め
に
は
≲
理
論
部
門
≳
≲
歴
史
部
門
≳
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

≲
歴
史
部
門
≳
と
し
て
、「
日
本
文
芸
史
」「
日
本
文
芸
学
史
」
の
確
立
を

目
指
す
べ
き
だ
と
さ
れ
、『
日
本
文
芸
史
素
描
』（
白
帝
社　

昭
和
四
十
四

年
）『
新
国
学
論
の
展
開
』（
創
林
社　

昭
和
五
十
八
年
）『
日
本
文
芸
研

究
史
』（
桜
楓
社　

昭
和
五
十
九
年
）
な
ど
の
著
作
を
上
梓
さ
れ
た
。
内

野
先
生
の
業
績
に
つ
い
て
は
詳
述
す
る
紙
数
が
な
い
が
、
青
木
先
生
が
内

野
先
生
の
理
論
を
継
承
し
て
い
る
こ
と
は
本
巻
第
Ⅰ
編
第
七
章
か
ら
十
二

章
の
≲
新
国
学
と
國
學
院
の
学
統
≳
に
関
わ
る
論
文
に
顕
著
で
あ
る
。
ま

た
青
木
先
生
が
発
案
・
企
画
の
中
心
と
な
り
、
調
査
・
編
集
の
先
頭
に
立

た
れ
た
『
新
編
荷
田
春
満
全
集
』
が
國
學
院
大
學
創
立
百
二
十
周
年
記
念

行
事
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
基
盤
に
内
野
学
≲
日
本
文
芸
学
史
≳

が
あ
っ
た
よ
う
に
私
に
は
思
わ
れ
る
（
荷
田
全
集
に
関
わ
る
論
文
は
第
Ⅳ

編
第
三
章
か
ら
第
七
章
及
び
「
付
」）。

　

青
木
先
生
は
大
学
院
博
士
課
程
後
期
に
入
ら
れ
た
時
、
國
學
院
大
學
日

本
文
化
研
究
所
の
所
長
で
あ
っ
た
内
野
吾
郎
先
生
の
推
挙
に
よ
り
、
日
本

文
化
研
究
所
の
嘱
託
と
な
り
、
中
村
啓
信
先
生
の
『
校
本
日
本
書
紀
』
編

纂
を
補
助
さ
れ
始
め
、
以
降
研
究
所
の
業
務
に
深
く
関
わ
っ
た
。
こ
の
中

村
先
生
と
の
出
会
い
が
青
木
先
生
の
学
問
形
成
の
も
う
一
つ
の
契
機
で
あ

る
。
校
本
作
成
の
作
業
は
勿
論
の
事
、
中
村
先
生
の
お
供
で
天
理
図
書
館

に
写
本
の
調
査
に
出
向
く
な
ど
文
献
学
の
研
究
法
を
親
し
く
手
解
き
し
て

い
た
だ
き
、
ま
た
古
事
記
の
研
究
史
の
重
要
性
を
指
導
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
研
究
史
の
初
期
の
論
文
（
第
Ⅰ
編
第
一
章
か
ら
三
章
）
は
三
本

と
も
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
関
連
の
書
籍
が
初
出
で
あ
る
。
中
村
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先
生
と
の
出
会
い
は
そ
の
ま
ま
古
事
記
学
会
と
の
出
会
い
と
い
っ
て
も
よ

い
。

　

青
木
先
生
は
大
学
院
生
時
代
か
ら
、
古
事
記
学
会
の
運
営
の
お
手
伝
い

を
さ
れ
て
、
大
会
の
折
に
は
い
つ
も
受
付
の
席
に
座
っ
て
お
ら
れ
た
。
昭

和
五
十
四
年
、
國
學
院
大
學
兼
任
講
師
と
し
て
初
め
て
教
壇
に
お
立
ち
に

な
っ
た
年
に
國
學
院
大
學
の
中
村
先
生
の
研
究
室
に
古
事
記
学
会
事
務
局

が
移
っ
て
き
た
。
そ
れ
以
降
青
木
先
生
は
「
委
員
」「
評
議
員
」「
理
事
」

と
し
て
学
会
運
営
の
実
務
に
携
わ
っ
て
き
た
。
古
事
記
学
会
は
、
創
立
総

会
を
昭
和
二
十
八
年
に
開
催
し
て
い
る
が
、
そ
の
二
年
前
か
ら
研
究
例
会

が
開
か
れ
て
お
り
、
第
一
回
は
石
井
庄
司
氏
の
「
古
事
記
研
究
史
―
谷
森

本
に
つ
い
て
―
」
で
あ
り
、
学
会
誌
「
古
事
記
年
報
」
第
三
号
が
「
古
事

記
研
究
史
特
集
」
で
あ
る
よ
う
に
創
成
期
か
ら
研
究
史
を
重
要
視
し
て
き

た
。
そ
の
学
会
誌
「
古
事
記
年
報
」
に
は
、
時
折
欠
け
る
こ
と
も
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
が
、
巻
末
に
「
研
究
年
表
」
と
い
う
年
次
ご
と
に
出
版
さ
れ

た
研
究
論
文
の
目
録
を
掲
載
し
て
き
た
。
青
木
先
生
も
こ
の
「
研
究
年
表
」

を
早
く
か
ら
担
当
さ
れ
、
毎
年
出
版
さ
れ
る
研
究
論
文
に
目
を
配
ら
れ
て

お
り
、
担
当
を
外
れ
て
も
そ
の
習
慣
は
絶
え
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
や
が

て
昭
和
五
十
八
年
に
古
事
記
学
会
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
記
念
行
事
と

し
て
『
古
事
記
研
究
文
献
目
録
』（
国
書
刊
行
会
）
を
刊
行
す
る
運
び
と

な
っ
た
。
か
つ
て
の
「
研
究
年
表
」
の
組
み
換
え
で
は
な
く
、
明
治
初
年

か
ら
昭
和
五
十
九
年
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
全
て
の
単
行
本
・
雑
誌
・
紀
要

類
に
掲
載
さ
れ
た
古
事
記
及
び
関
連
文
献
の
論
文
題
目
を
網
羅
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
全
体
の
監
修
を
中
村
啓
信
先
生
・
菅
野
雅
雄
先
生
（
院
友
・

元
中
京
大
学
教
授
・
前
古
事
記
学
会
代
表
理
事
）
が
担
当
さ
れ
、
青
木
先

生
が
実
務
担
当
と
し
て
調
査
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た
ら
れ
た
。
編
集
担
当
者

は
青
木
先
生
と
共
に
国
立
国
会
図
書
館
・
国
文
学
研
究
資
料
館
・
國
學
院

大
學
図
書
館
の
書
庫
に
入
り
、
書
籍
を
実
見
し
て
カ
ー
ド
を
取
り
分
類
し

た
。
雑
誌
論
文
篇
の
完
成
は
昭
和
六
十
一
年
、
単
行
書
篇
は
平
成
四
年
ま

で
か
か
る
事
業
で
あ
っ
た
。
何
回
も
の
泊
ま
り
込
み
合
宿
を
経
て
の
編
集

作
業
で
あ
っ
た
が
、
青
木
先
生
は
毎
回
参
加
さ
れ
、
自
身
の
「
研
究
年
表
」

作
成
の
経
験
を
踏
ま
え
、
研
究
史
の
大
切
さ
を
後
輩
た
ち
に
身
を
も
っ
て

伝
え
て
お
ら
れ
た
。

　

こ
の
創
立
三
十
周
年
に
あ
た
っ
て
は
「
新
古
事
記
大
成
」
の
計
画
（
こ

れ
は
そ
れ
以
前
か
ら
数
次
目
論
ま
れ
て
い
た
）
も
立
て
ら
れ
て
い
た
が
紆

余
曲
折
が
あ
り
果
た
せ
ず
、
平
成
三
年
に
な
り
よ
う
や
く
『
古
事
記
研
究

大
系
』の
編
纂
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。そ
の
第
二
巻『
古
事
記
の
研
究
史
』（
高

科
書
店
平
成
十
一
年
）
の
編
集
担
当
が
青
木
先
生
で
あ
っ
た
（
こ
の
本
の

青
木
先
生
の
論
文
は
第
Ⅰ
編
第
五
章
）。『
古
事
記
研
究
大
系
』の
各
巻
は
、

依
頼
原
稿
と
投
稿
原
稿
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、こ
の「
研

究
史
」
の
巻
だ
け
は
依
頼
原
稿
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
編
集
委
員
会
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の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
最
初
の
計
画
に
あ
っ
た

「
古
代
文
献
に
見
え
る
古
事
記
（
古
事
記
引
文
の
研
究
）」
の
論
文
は
掲
載

さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
を
青
木
先
生
は
大
変
に
残
念
に
思
わ
れ
、「
あ

と
が
き
」
で
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

�

残
念
な
が
ら
諸
般
の
事
情
で
、
最
初
の
テ
ー
マ
の
論
文
は
収
載
出
来

な
か
っ
た
。
そ
の
点
も
お
詫
び
す
る
と
共
に
、
そ
の
欠
を
補
う
意
味

を
も
も
つ
引
文
（
逸
文
）
の
研
究
を
、
別
な
形
で
完
成
す
る
こ
と
を

お
約
束
し
た
い
。

　

こ
れ
は
古
事
記
学
会
が
謄
写
版
で
出
し
た
『
古
事
記
逸
文
集
成
稿
』
と

い
う
小
冊
子
に
再
評
価
・
検
討
を
加
え
る
と
い
う
目
論
見
で
あ
っ
た
が
、

青
木
先
生
の
「
古
事
記
引
文
の
研
究
史
」
へ
の
こ
だ
わ
り
が
こ
の
「
あ
と

が
き
」
に
滲
み
出
て
お
り
、
そ
の
願
い
は
先
生
の
編
著
で
あ
る
『
古
事
記

受
容
史
』（
上
代
文
学
会
研
究
叢
書　

笠
間
書
院　

平
成
十
五
年
）
で
結

実
す
る
。
本
書
、
著
作
集
下
巻
『
古
代
文
献
の
受
容
史
研
究
』
と
い
う
書

名
は
、
こ
の
編
著
の
題
目
に
由
来
す
る
。
出
発
は
「
逸
文
」
と
い
う
題
目

で
あ
っ
た
が
、『
古
事
記
』
そ
の
も
の
は
完
本
と
し
て
伝
来
し
て
お
り
逸

書
で
は
な
い
の
で
、「
逸
文
」
と
い
う
呼
称
に
は
問
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ

で
古
事
記
を
引
用
し
た
文
献
の
引
用
態
度
や
方
法
の
検
証
と
い
う
見
地
か

ら
「
受
容
史
」
と
い
う
名
前
に
落
ち
着
い
た
と
「
は
じ
め
に
」
に
記
さ
れ

て
い
る
。

　

こ
の
上
代
文
学
会
研
究
叢
書
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
上
代
文
学
会
が
学
会
活

性
化
を
目
指
し
、
テ
ー
マ
別
に
五
組
の
分
科
会
を
結
成
し
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
成
果
を
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
青
木
先
生
が
そ
の
分
科
会
を
主
宰
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
先
述
の
古
事
記
研
究
大
系
第
二
巻
『
古
事
記
の
研
究
史
』

で
の
「
約
束
」
が
念
頭
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、
研

究
大
系
で
の
計
画
は
一
本
の
論
文
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
こ

の
『
古
事
記
受
容
史
』
で
は
、
研
究
会
活
動
時
に
九
名
の
発
表
者
、
書
に

記
載
さ
れ
た
論
文
が
十
三
本
、
そ
れ
に
加
え
て
資
料
編
１
「
比
較
一
覧
三

本
」
と
資
料
編
２
「
引
用
書
解
説
と
引
用
文
校
異
一
覧
十
八
種
」
に
拡
大

し
て
い
る
。
資
料
編
は
研
究
会
活
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
に

し
て
も
、
論
文
十
三
本
を
生
み
出
し
た
テ
ー
マ
は
研
究
大
系
の
時
の
課
題

意
識
と
は
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
青
木
先
生
が
こ
の
分
科
会

を
引
き
受
け
た
時
に
は
「
日
本
文
芸
学
史
」
と
い
う
大
き
な
構
想
に
よ
り

膨
れ
上
が
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
『
古
代
文
献
の
受
容
史
研
究
』
を
理
解
す
る
た
め
に
、
青
木
先
生
の
「
研

究
史
」
に
関
す
る
足
跡
を
概
観
し
て
み
た
。
青
木
先
生
の
学
問
の
特
徴
の

一
つ
「
研
究
史
」
へ
の
深
い
ま
な
ざ
し
、
そ
れ
は
内
野
吾
郎
先
生
の
薫
陶

に
始
ま
り
、
中
村
啓
信
先
生
を
介
し
て
の
古
事
記
学
会
の
研
究
史
研
究
の



― 71 ―
青木周平著『青木周平著作集　下巻　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　古代文献の受容史研究』

伝
統
と
の
出
会
い
、
学
会
の
研
究
活
動
を
通
し
て
の
深
ま
り
の
中
か
ら
形

成
さ
れ
て
き
た
と
言
っ
て
よ
い
。
内
野
先
生
の
学
問
理
念
の
出
発
点
は
折

口
信
夫
の
「
上
代
文
学
史
」
の
講
義
に
あ
る
と
い
う
。
中
村
先
生
の
学
問

は
武
田
祐
吉
の
文
献
学
を
基
盤
と
す
る
の
は
論
を
俟
た
な
い
で
あ
ろ
う
。

両
者
の
交
わ
っ
た
と
こ
ろ
に
青
木
先
生
の
学
問
が
あ
り
、
青
木
先
生
は
そ

の
中
に
國
學
院
の
学
統
を
意
識
し
、
こ
れ
か
ら
の
國
學
院
の
学
問
の
あ
る

べ
き
姿
を
求
め
て
い
た
と
思
い
た
い
。本
書
の
第
一
編
第
七
章「『
古
事
記
』

を
通
し
て
み
た
国
学
的
研
究
―
宣
長
か
ら
折
口
・
武
田
へ
―
」
の
題
目
は

こ
の
こ
と
を
青
木
先
生
自
身
が
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
を
典
型
的
に
物

語
っ
て
い
る
。
こ
の
論
文
の
最
後
に
「
今
後
の
課
題
」
と
し
て
内
野
先
生

の
『
新
国
学
論
の
展
開
』
の
序
章
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
で
も
そ
れ
は
理

解
さ
れ
よ
う
。

　

青
木
先
生
は
教
え
子
に
「
稽
古
照
今
」（『
古
事
記
』
序
文
）
の
文
言
を

通
し
て
研
究
を
語
ら
れ
た
と
い
う
。
ま
た
『
古
事
記
の
研
究
史
』（
古
事

記
研
究
大
系
・
第
二
巻
）「
あ
と
が
き
」
に
お
い
て
「
研
究
史
へ
の
反
省

と
批
判
な
く
し
て
は
研
究
は
あ
り
得
な
い
」
と
断
言
さ
れ
て
い
る
。
内
野

先
生
は
『
日
本
文
芸
研
究
史
』
で
「
学
史
に
は
、
現
在
の
学
問
の
水
準
と

由
来
を
知
り
、
そ
の
将
来
へ
の
展
望
を
予
測
す
る
、
と
い
う
重
要
な
意
義

が
あ
る
」
と
記
さ
れ
る
。「
学
史
・
研
究
史
」
が
今
と
将
来
を
見
据
え
て

の
も
の
で
あ
る
以
上
、「
受
容
史
研
究
」
は
古
び
る
こ
と
の
な
い
研
究
テ
ー

マ
で
あ
ろ
う
。
こ
の
青
木
先
生
の
著
作
集
が
広
く
永
く
読
み
継
が
れ
る
こ

と
を
願
う
所
以
で
あ
る
。

（
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